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ラサールの「閲兵演説」とゾーリンゲン電報
田中友次郎
Lassalles "Heerschaureden" und das Solinger Telegramm
TOMOJIRO TANAKA
右派社会主義の指導者,全ドイツ労働者協会(der Allgemeine Deutsche Arbeiterverein,
略してADAV, 1863年5月23日ザクセン王国のライブツイヒにて創設)の会長ラサール
(Ferdinand Lassalle, 1825-1864)と,一一保守的ユンカーの代表, 1862年9月以来のプロイセン




























































































































































































にいる二,三人の人々(em paar Leute in Berlin)あてに書いているのだ.』ラサ-ルのこ
の言葉は閲兵演説批判のための鍵を与えている.」23




























































































































































書,,Ferdinand Lassalle Deutscher und Jude", 1968.および,,Die Konstituiernng
der deutschen Arbeiterbewegung 1862/63." ,,Darstellung und Dokumentation", 1975.
その他がある. (Cf. Verlag fur Literatur und Zeitgeschen GmbH発行の,,Archiv fur
Sozial Geschichte" Jahrbuch der Friednch -EberトStiftung - Bd. n, 1962,
S. 370, Bd. XV, 1975, S.ナアマンは筆者の知る限りでは,現代におけるラサール研究の第一
人者である.
2 Gustav Mayer編,,Ferdinand Lassalle Nachgelassene Briefe und Schriften (以下
Nachlassと略記する.) 6Bde.,再版1967. Bd. 5,S. 221f.ダスタフ・マイアー(1871-1948)
は, 1922-1933年ベルリン大学の民主主義史および社会主義史の教授であり(Cf. Brockhaus Enzy-
klop五die, 1966-1975, 21 Bde.),メ-リング,ベルンシュタイン,オンケンと共に20世紀なかごろま
でのラサ-ル研究の四大家の一人である(Na'aman, S. 873).
3 Eduard Bernstein編,,Ferdinand Lassalle Gesammelte Reden und Schriften" (以









しまうことだけは確かである.」 (Franz Mehring, Geschichte der deutschen Sozialdemok-
ratie (1897-1898)のDiez Verlag Gmb H (Berlin)版, 1960, 2 Bde. -以下Mehringと略
記するBd. n, s. 101.なお,フランツ・メーリング(1846-1916)はマルクス主義的歴史家.





gesammelten Welke 1972, Bd. 10, S. 183)
8 Reden und Schriften, Bd. m, S. 379
9ラサールの書いた戯曲,,Franz von SickingenH (1858年作, Reden und Schriften Bd. I,




何はともあれ更に」と答えている個所があるのみである.(Cf. ibid. S. 237)
10 Reden und Schriften Bd. HI, S.





蝶が最後であった.」 (Alfred Kleinberg, Die europ云ische Kultur der Neuzeit. S. 122)
13 「ラサールが口を開くや否やそれを妨害しようとする進歩党員の企ては,またもや粛芽のうちに摘み
とられたが,二,三の激昂した労働者は,興奮のあまり.つまみ出された妨害者の若干をナイフで傷つ
けた.」 (Mehring, Bd. 1, S. 101)
14 Gustav Mayer, Bismarck und Lassalle Ihr Briefwechsel und Ihre Gespr云che,1928,
(以下Bismarck und Lassalleと略記する・). s.この電文は,ベルン-ルト・ベッカー
(Bernhard Becker, 1826-1882, ADAVの組織者の一人,ラサ-ルの死亡直後の後継者)の
,,Geschichte der Arbeiteragitation Ferdinand Lassalles"のなかの写しに拠る.この写し
は,権威ある文書..Braunschweig 1874" S.105 fに拠っている.ペッカ-はADAVの文書集を
意のままに使用した. (Bismarck und Lassalle, S. 62 Anm.)
15 Mehring, Bd. H, S. 102
16 Nachlass, Bd. 5, S.
17 ,,Archiv紬r sozialgeschichte" Bd. n, (1962)所載の論文Shlomo Na'aman, Lassalles
Beziehungen zu Bismarck Ihr Sinn und Zweck.サブタイトルZur Beleuchtung von
Gustav Mayer's ≫Bismarck und Lassalle≪ (以下Beleuchtnngと略記する.) S. 73
18 ibid. S.74




Reden und Schriften, Bd. W, S. 17
Na'aman,
24 Bismarck nnd Lassalle, S. 28f.
25ラサールは10月8日,革命的民主主義的詩人ヘルヴェーク(Herwegh)あての手紙のなかで, 「私
はただ今からベルリンの包囲に着手します.」と述べている. (Carl Griinberg編Archiv fur die
Geschichte des Sozialismus und Arbeiterbewegnng, 15 Bde. 1910-1930,再版1966 (以下
Griinbergs Archivと略記する.) Bd. I, S.134.カール・グルユンベルク(1861-1940)は, 1909
-1924ウィーン大学の経済学教授.
26 1863年10月14日ADAVの名においてベルリンの労働者に向って配布された16,000部の呼びかけ
(Ansprache),すなわち,,An die Arbeiter Berlins (Reden und Schriften, Bd. IV, S. 15-
57に載っている.)をさす. 「この16,000部は直ちに押収された.」 (Griinbergs Archiv, Bd. EL S.
135)
27 Na'aman, S.









Mehring, Bd. II, S. 135
31 Griinbergs Archiv, Bd. W, S. 136
32長崎大学教養部紀要人文科学第13巻(昭和47年)所載拙稿「三月革命の勃発とビスマルク」 p. 4ト49
参照
Bismarck und Lassalle, S.
34 Cf. Mehring, Bd.I. S. 106 f.
35 「ゾ～T)ンゲン市長の属する進歩党は,一枚の電文を手に入れ,これによって,ラサールがビスマル
クと手をにぎっているという嘘を,尤もらしく見せかけることができた.」 (ibid. S. 102)
36マイア-によると,ここでは初めそのはかに, ,,iiber jenen Hergang"と書かれてあったが,ラ
サールにより抹消された.
37マイヤーによると,ここでは初め, ,,Tag und Stunde"と書かれていた.
38 Bismarck und Lassalle, S.
ibid.S.
40当時ベルリンでは機械製造業がきわめて繁栄して,機械工たちは高賃金を支払われていた.かれらは
進歩党的な,,Volkszeitung"の影響下に在った. (Cf. Mehring, Bd. I. S. 105).ラサールの1863
年9月30日付けの,この新聞の編集局あての手紙(Kopie von der Hand Moses Hess)は,同紙
を,,das Lugenblatt"だとして難詰している. (Cf. Nachlass, Bd. 5, S. 231 f.)
41 Bismarck und Lassalle, S. 29 f.
42 ibid.S.30
43ラサールは1864年2月9日付けビスマルク側近ツイーテルマン(Titelmann)参事官あての書簡の
なかで,近日中に刊行される彼の経済学的主著,,Herr Bastiat-Schulze von Delitzsch, der





命を要望しているだけです.」云々と述べている. (ibid. S. 106)
44 Na'aman, S. 677
45 Bismarck und Lassalle, S. 64 f.
(昭和51年9月24日受理)
